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平成26年度一般会計予算の主な事業を紹介します

一般会計の内訳は下のグラフの通りです。予算額は2391億3079万円で前年度と比べて、72億8029万円（3.1％）の増となりました。

❶ 1300人規模の保育所定員拡大 【26億5811万円】
❷ 学校の安全・安心対策の充実 【1977万円】
❸ 特別養護老人ホームなどの整備 【8億2189万円】
❹ アニメ発祥の地の玄関口を整備 【9747万円】
❺ （仮称）練馬区農の学校を整備 【8349万円】
❻ 大江戸線の延伸を推進 【5億2302万円】

傍
聴
受
付

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

 

本
会
議
　
西
庁
舎
9
階
の 

 

　
　
　
　
傍
聴
席
入
口

 

委
員
会
　
西
庁
舎
5
階
の

 

　
　
　
　
議
会
事
務
局

※
本
会
議
、
各
委
員
会
の

開
催
日
時
等
の
詳
細
は
、

電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
区
議
会
だ
よ
り
第
192
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

本
号
は
平
成
26
年
第
一
回

定
例
会
の
内
容
を
中
心
に

編
集
し
ま
し
た
。

　
本
紙
に
つ
い
て
、
ご
意

見
・
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
議
会
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇ 

　
　
　
　
◇

広
報
・
図
書
委
員
会

委
員
長
　
田
中
ひ
で
か
つ

委
員
長
職
務
代
理

　
　
　
　
う
す
い
　
民
男

委
　
員
　
白
石
　
け
い
子

委
　
員
　
き
み
が
き
圭
子

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

区民福祉を増進し、未来へつなぐ６つの最重点事業

● 学校教育支援センターの開設 【3億4778万円】　　
● 特別教室などへの空調機の設置 【1億8818万円】
● こどもほっとステーションの開設 【2億1631万円】
● 子どもたちの居場所づくりの推進 【1億8673万円】

次代を担う子どもの健やかな成長のために

● 熱中症対策の充実 【1000万円】
● 都有地を活用した民設福祉園の整備 【8497万円】
● 生活困窮者の支援体制の整備 【2277万円】
● 在宅療養推進ネットワークの構築 【1499万円】

誰もが安心して暮らせる社会のために

事業の詳細は、区のホームページをご覧ください。 ※ねりま区報平成26年２月11日号より抜粋

●微小粒子物質（ＰＭ2.5）に係る総合的な対策の推進を求める意見書
　わが国では、大気汚染防止法や自動車ＮＯｘ・ＰＭ法による規制等により大気環境の保全に努めてきてお
り、二酸化硫黄（ＳＯ2）、二酸化窒素（ＮＯ2）などの濃度は大きく改善してきている。
　一方で、微小粒子状物質（ＰＭ2.5）は、疫学的知見が少なく、曝露濃度と健康影響との間の一貫した関
係が見出されていないことから、大きな課題となっている。
　また、平成25年１月以降、中国において深刻なＰＭ2.5による大気汚染が発生し、わが国でもその越境汚
染による一時的な濃度の上昇が観測されたことにより国民の関心が高まっており、ＰＭ2.5による大気汚染
に関して包括的に対応することが求められていることから、政府に対し下記の項目について強く要望する。

記
１　ＰＭ2.5の発生源の実態や構成成分の解明をしたうえで、法律に基づく国民にわかりやすい注意発令の
仕組みを整備するとともに、環境基準を維持できるよう国内外の発生抑制対策を推進すること。
２　国と地方自治体との連携を強化し、情報共有を図りながら、モニタリング体制の整備を推進すること。
３　ＰＭ2.5による肺機能や呼吸器系症状等への健康影響に関する調査研究を進めるとともに、研究結果に
基づく指針等の見直しについては、速やかに実施できる体制を整備すること。
　　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　平成26年３月17日
　あて先・・内閣総理大臣、環境大臣、厚生労働大臣

△

意　　　見　　　書
第一回定例会では、１件の意見書を可決し、関係機関に提出しました。

● 防災学習センターの開設 【6090万円】
● オーストラリア・イプスウィッチ市との友好交流
 【167万円】
● 練馬産業振興センターの開設 【1億7280万円】
● （仮称）ねりまシティマラソンの開催 【5552万円】
● 石神井松の風文化公園の開園 【2億7168万円】
● 美術の森緑地の整備 【1億3487万円】

にぎわいとやすらぎのあるまちを創るために

● （仮称）こどもの森の整備を開始 【1億573万円】
● ごみの片づけ事業「あしすと」の試行 【20万円】
● みどりバスの運行と利用促進 【1億8916万円】
● 駅周辺の自転車駐車場を整備 【14億2730万円】
● 交通安全意識の強化 【1000万円】　
● 道路陥没の防止 【1億9905万円】

環境と共生する快適なまちの形成のために

● ねりまっていいね！を発信 【4872万円】

練馬への好感度アップを目指して
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歳入

8.6％

その他　203億8678万円

31.9％ 特別区財政調整交付金
763億4629万円

区と東京都で分配している
固定資産税や法人住民税など

特別区税　620億2395万円

特別区民税、軽自動車税
特別区たばこ税、入湯税

25.9％国庫支出金　451億9750万円

18.9％

都支出金　151億9624万円 6.4％

特別区債　75億1800万円 3.1％

繰入金　73億2724万円 3.1％
諸収入　51億3479万円 2.1％

歳出
【目的別】

生活保護や高齢者・障害者施策、
健康づくりなどの経費

保健福祉費　725億9972万円
30.4％

21.1％

こども家庭費　505億7585万円

保育所や児童館、児童手当などの経費

10.3％

区民事務所や出張所、戸籍、国民年金などの経費

区民費　222億8132万円

小中学校や幼稚園、図書館などの経費

教育費　246億9803万円

3.1％
その他　70億9401万円

議会費、産業経済費、諸支出金、
予備費

地域文化費　60億2419万円

地域振興や文化・生涯学習、
スポーツ振興などの経費

2.5％ 2.5％

都市整備費　98億5723万円

まちづくりの経費

公債費　60億52万円

区が借りたお金の返済に充てる経費（元本・利子・手数料など）

4.1％

環境費　118億3685万円

温暖化対策や清掃リサイクル、
緑化推進などの経費

4.9％

土木費　123億3476万円

公園や道路の建設・管理などの経費

5.2％

総務費　158億2831万円

防災や広報、電算システム
などの経費

6.6％

9.3％


